
 

正誤表 

 

   下記において誤りがありましたのでお詫びとともに訂正します。 
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【No. １】 

 
（正解に変更はあり

ません） 

誤 
（３） 独立懸架式の伝達経路は，ステアリンッグ・ギヤからタイロッド・エンド，ラック・

エンドへとステアリング・ホイールの動きを伝え，フロント・ホイールを操舵している。 

正 
（３） 独立懸架式の伝達経路は，ステアリング・ギヤからタイロッド・エンド，ラック・エ

ンドへとステアリング・ホイールの動きを伝え，フロント・ホイールを操舵している。 
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【No. ５】 

 
（正解に変更はあり

ません） 

誤 
  図のようなバルブ機構において，バルブを全開にしたときに，バルブ・スプリングのばね力(荷

重)が３００Ｎ(Ｆ２)とすると，そのときのカムの頂点にかかる力(Ｆ１)として，適切なもの

は次にうちどれか。 

正 
  図のようなバルブ機構において，バルブを全開にしたときに，バルブ・スプリングのばね力(荷

重)が３００Ｎ(Ｆ２)とすると，そのときのカムの頂点にかかる力(Ｆ１)として，適切なもの

は次のうちどれか。 
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【No. ３】 

 
（正解に変更はあり

ません） 

誤 （２） 走行抵抗は，空気抵抗，勾配抵抗及び加速抵抗から成り立っている。 

正 （２） 走行抵抗は，転がり抵抗，空気抵抗，勾配抵抗及び加速抵抗から成り立っている。 
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